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研究成果の概要（和文）： オノマトペ表現音声とスポーツスキルの関係性を調べ、両者の関係を示す音声教示
法を検証するため、言語と運動行為の機能的な関係を明らかにするための基礎研究を行った。
 スポーツ指導に用いる擬態語と擬音語の調査を行ない、収集した擬態語・擬音語の音素分布および音声素性を
解析した結果、語頭阻害音の有声性が筋力及び動きの大きさの調節目標と有意に関連することが明らかとなっ
た。また、観察対象の動きを無意味語で表現する認知実験から、阻害音は加速度変化の大きい動きを表現すると
きに用いられる傾向にあり、特に有声阻害音は振幅の大きい動きに、無声阻害音は振幅の小さい動きと有意に結
びつくことがわかった。

研究成果の概要（英文）： In order to investigate the relationship between onomatopoeic expressions 
and sports skills, we conducted basic research to clarify the functional relationship between 
language and exercise behaviors. We investigated mimetic words and onomatopoeia used for sports 
instruction for sports leaders who lead top-level players. Analysis of the phonemic distribution and
 speech feature of collected mimetic words revealed that the voicing ability of the prefrontal 
inhibition sounds is significantly related to the adjustment target of muscular strength and 
movement magnitude. Also, from the cognitive experiment that expresses the motion of the observation
 object as a meaningless word, the inhibition tendency tends to be used when expressing a motion 
with a large acceleration change, especially the voiced obstruction sound is a motion with a large 
amplitude, the unvoiced obstruction sound Was found to be significantly associated with small 
amplitude movements.
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１． 研究開始当初の背景 
 
近年、スポーツ種目の技術レベルの高い選

手に対する指導において、オノマトペ表現の
有効性が確認されつつある。しかし、その効
果の科学的実証や競技初心者に対する有効
性の研究はまだ始まったばかりである。従来
の調査では明らかにできなかったオノマト
ペ表現音声とスポーツスキルの関係性を調
べ、両者の関係を示す音声教示法を探索する
必要がある。 
 
 
２． 研究の目的 
 
言語と運動行為の機能的な関係を明らか

にするための基礎研究として、1 つの質問紙
調査と 2 つの実験を行った。それぞれの研究
目的は以下の通りであった。 
(1)  

力や動きの大きさの調節の大小関係やス
ピード調節の速遅関係とスポーツオノマ
トペに含まれる音素特性の関係性を明ら
かにする。 

(2)  
言語音と視覚像の音象徴的連想に身体運
動イメージが介在している可能性を検証
する。 

(3)  
特定の言語音の聴覚刺激と特定の身体運
動イメージの関係性を明らかにする。 

 
 
３． 研究の方法 
 
調査１ 
日本国内の大学スポーツ競技大会トップ

レベルの選手を指導する 18 名のスポーツ指
導者（球技系、格技系、体操系、陸上系；男
性 16 人，女性 2 名）が調査に参加した。参
加者には、運動スキルの指導において、筋力
及び動きを調節するために口頭で指示を出
す際に使用する擬態語・擬音語をひらがな又
はカタカナで記述することを要求した。質問
紙は、これら２種類の運動感覚（力と動きの
調節感覚）に関して、現状よりも「大きさ」
を大きくするものと小さくするもの、「スピ
ード」を速くするものと遅くするものという
２組の相反する特性について、擬態語や擬音
語をそれぞれ回答するよう構成された。 
  
 
実験１ 
年齢 19〜21 歳の大学生 44名が、書面にて

被験に同意した後、実験に参加した。半数の
被験者は，Köhlerの maluma と takete 図形の
軌道を描く運動サイズの異なる計 4種類のジ
ェスチャー動画を観察した。残りの被験者は、
同じ軌道を描く光点動画を観察した。各被験
者は、4 種類の動画に最もあてはまると感じ

た架空の名前をそれぞれ3語創作することを
要求された（無意味語創作課題）。 
 
 
実験２ 
年齢 18〜22 歳の大学生 19名が、書面にて

被験に同意した後、実験に参加した。実験課
題は、潜在連想テスト（IAT）パラダイムに
準拠した。IAT には、計 5 種類の判別課題が
含まれていた。 
 
１）標的特性の判別 
２）関連属性の判別 
３）標的特性と関連属性の組み合わせ判別
（以下，組み合わせ判別） 

４）逆転標的特性の判別 
５）逆転組み合わせ判別 

 
 
４． 研究成果 
 
(1) 
被験者が自由記述した言語記号（ひらが

な・カタカナ）のうち、擬態語・擬音語でな
いものを除き、総計 379 語の有効回答が得ら
れた。図 1は、力の大きさの調節と動きの大
きさの調節における２組の相反する特性に
ついて、語頭子音阻害音の有声性の出現頻度
分布を示したものである。縦軸の数値は、出
現総数に対する相対的出現率（%）を示して
いる。語頭子音の有声性は、力の大きさ及び
動 作 の 大 き さ と 有 意 に 相 関 し て い た
（ps<0.001）。筋力や動きの大きさを現状よ
りも大きくしたい場合には、語頭子音に有声
阻害音を含むオノマトペが使用され、小さく
したい場合には無声阻害音を含むオノマト
ペが使用されていた。一方、筋力と動きのい
ずれにおいても、語頭子音阻害音の有声性と
スピード調節の間に有意な相関は認められ
なかった（ps>0.01）。 
 

 
図 1．語頭の有声阻害音［＋］と無声阻害音
［－］の相対的出現率（%）．左図：力感の大

きさ調節、右図：運動感の大きさ調節 
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(2) 
図 2は、創作された無意味語に含まれる有

声阻害音と無声阻害音の出現率である。有声
阻害音は尖った動きと大きい動きに有意に
関連することを示唆する。また、前舌母音は
尖った動きや小さい動きに有意に関連し、後
舌母音は丸い動きや大きい動きに有意に関
連することを示唆する。本研究の被験者は、
動きの軌跡が描く静止図形を事前に観察し
てはいなかった。それにも関わらず、静止画
で見られた先行研究の知見と一致する傾向
が、身体運動イメージの表現においても確認
された。 
 

 
図 2．有声阻害音と無声阻害音の出現率 

 
 
(3) 
反応時間（図 3）に関しては、判別課題の

種類による主効果が認められた(F[2.6, 
45.9]=35.9, p<0.001)。多重比較の結果、標
的特性（音声）・逆転標的特性・関連属性（静
止画）の判別課題間に有意差は認められなか
った（p>0.05）。これら３種類の課題と組み
合わせ判別課題間および逆転組み合わせ判
別課題間に有意差が認められた（p<0.001）。
さらに、組み合わせ課題と逆転組み合わせ課
題の間に有意差が認められた（p<0.001）。 
 

 
図 3．反応時間の課題間比較（* p<0.001） 
 
 
 
 

(4) 
研究成果のまとめと今後の展望 
一連の調査・実験より、語頭阻害音の有声

性が筋力及び動きの大きさの調節目標と有
意に関連することを突き止めた。また、阻害
音は加速度変化の大きい動きを表現すると
きに用いられる傾向にあり、特に有声阻害音
は振幅の大きい動きに、無声阻害音は振幅の
小さい動きと有意に結びつくことがわかっ
た。残念ながら、今回の実験では統制条件（運
動とは無関係なイメージと音との結びつき
を検証する条件など）が含まれていなかった。
今後は統制条件を加えて、単音節音声による
身体イメージ想起効果現象の確証を得たい
と考えている。 
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